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大原地先海域におけるイセエビの移動・成長

及び放流効果

石田 修・田中種雄

はじめに

大原地先のイセエピの漁場としての器械恨11は浮か

ら5-2ぬmの沖合に存在し，その面積は他の千葉県の

沿岸各漁場の0.6-6 knfと比較して，約173knfと広大で、

ある。礁の最上部の水深は15m前後であるが，礁の周

辺は水深20-4Omと深く，岸から 2km以内で，水深20

m以浅が主漁場である他のイセエピ漁場とは異なって

いる。

この漁場から漁獲されるイセエビの量は，禁漁期間

の6，7月を除いた1972-1984年の平均で26トンあり，

I反当りの漁獲量aは他の漁場と比較してそれ程多く

ないが，千葉県の漁獲量113トンの23%を占め，重要在

漁場となっている。この漁場に1975，1976年に大原町漁

大原地先の極〈沿岸に1976年に153尾， 1979年に21尾放

流した。放流時期は 4-11月であるが付表に示したよ

うに 5，8，9月が多かった。

標識は頭胸甲と腹節との背面間隙筋肉昔日の正中線の
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業↑副市旦合青年音防が若令エピの標識放流を行い3，4) 100 

また，千葉水試が1979，1980年に標識放流を行った。

本報告はこれらの資料から，移動，成長を求め， fヰ捕

率から放流による効果を検討し，今後のイセエピ資源

管理の一助とした。

材料と方法

標識放流に用いたイセエピは，大原地先の器械禄で

刺網により採捕された若令エピで，大きさは， 1975， 

1976年は頭胸甲長が平均値で41.白mのものであった。

1979年は雄で42.71胴，雌で41.71剛のもので， 1980年は

雄で43.1mm，雌で42.3mmで、あった(図 1)。これらは体

長では130m前後のものであった。

雌雄比は， 1979年が1: 6.8， 1980年が1: 5.1で，

雄の害IJ合カず80%近くを占めている。なお， 1975， 1976 

年は雌雄の区別を行わないで放流した。

禄械根に放流した数は1975年761尾， 1976年2，131尾

1979年1，662尾， 1980年1，892尾であった。この外に，
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図 1 標識放流に用いたイセエピの頭胸甲長組成
臼雄黒:雌

議東京水産大学高木和徳教授，水口憲哉助教授，大野淳助手，及び勝浦水産事務所元普及員， (故)林包雄，赤塚誠

一，吉野佑治らの指導によった。



北上，南 Fする場合，及び沖合から沿岸方向，沿岸近

くから沖合へ移動する場合があった。務械根内で放流

された群では再捕数の41%が移動しない{間体で占めら

れた。なお，大原の極く沿岸で放流した場合について

は，一尾は沖合へ移動 l，ー尾が鵜原地先の沿岸に移

動した(図 4)。
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図3 イセエビの移動(197511')

・放流地点 0再捕地点

。1-2尾 03尾 05尾

okm 

図2 イセエピ漁場図

(数字はホ深を、 Hは礁を示す)

1 .移動

1975年には761尾を放流し， 39尾が再捕された。再捕

率は5.1%であった。このうち，器械恨内で再捕された

個体数は34尾で，器械恨以外の漁場から再捕された{固

i半数は 5尾であった。この 5尾は全て岩和田，御宿，

豊j兵などの沿岸で再捕された(図 3)。なお，移動しな

い間体は総再捕数の33%であった。

1976年には2，284尾を放流し， 107尾か耳捕された。

再捕率1i4.7%であった。沿岸も含めた大原内の漁場で、

再捕された個体数は92尾で，岩手目白から大沢の沿岸へ

と南西方向の移動を l，再摘された個体は15尾であっ

た。器俄恨の移動は，放流点から移動しない場合と，

台にアンカータッグを打ち込む，いわゆるパノック標

識法を用いた。放流場所は図 2に示した各漁場で、あっ

ι 。

なお， 1979'1'の 8-9月に器械f良で千魚獲された雄1，200

尾，雌886尾の頭胸甲長をキャリパーによって測定し，

頭胸甲長組成を正規分布の重なり令いと考え，HARDING5)

の方法を用いて各要素に分離することを試みた。

果結

図4 イセエピの移動 (1976年)

・放流地点 。再捕地点

バ-2尾 04尾 O据 。雌
1979年には1，683尾を放流し， 53尾が再捕された。再

捕率は3.1%であった。これらのすべてはいずれも極〈沿

岸も含めた大原のj魚場内で再捕され，器械恨内の再捕



数は49尾であった。器械根内の移動は，移動しない場

合，及び北上，南下する場合があったが，これらの割

合はほぼ1: 1であった(図 5)。

太声錆

〆。

1) 2 ~ 1; a 10l..rn 

図5 イセエピの移動 (1979年)

・放i荘地点 。再捕地点 r--. 

。1-2尾 04尾() 9尾 ¥ ) 13尾

1980年には1，892尾を放流し， 113尾が再摘された。

再捕率は6，0%であった。このうち， 1尾のみが岩和田

地先の沿岸へ移動したが，残りは器械t:&で再捕された。

器械根内の移動は，移動しない場合，及び北上，南ド

する場合があった。再捕数の68%は移動しない個f$で

占められた(図 6)。
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2.年齢と成長

再捕されたイセエピの経過日数 (D)と体長の伸び

(L)の関係は図 7に示したとおりで， f記の式で表

わされた。

L=1.130+0.091D (1∞く Dく800日)r =0.703 

再捕イセエピの放流時の大きさは頭胸甲長で41-44

mm，平均42mmであったので(表 1)， g[lからプエJレjレス

まて、をn年として， en+1 を42mmと仮定して，上記の式よ

り年間の成長量を求めて，頭胸甲長に換算した値で年

齢と成長を求めると， 20+142mm， En+2 55mm， en+3 6&nm 

となった。この成長は，再捕されたイセエピの80%以

上が雄であったので，雄の成長を示している。

1979年8，9月に大原町漁業協同組合に水揚げされ

たイセエヒ、の頭胸甲長組fJ.止を正規分布の重なりあいと

考え， H ARDlNGの方法を用いて解析し，推の年齢と成長

体

長
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図7 標識放流イセエピの経過日数と体長の

{申ぴの関係 ・推 O雌

表1再捕イセエピの放流If寺の大きさ

年 |個体数| 頭胸甲長田
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8日

品目

。

尾
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80 

40 

。

雌 8~9月

n=886 

雄日~9月

日=1200

61 65 69 73 
胸甲長

イセエピの頭胸甲長組成 (1979年)
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を求め([羽 8)， 分子反応式に当てはめると下記の式

となった。

L (t) =130.5 (1 -e .0.3描 サ 17拍) en+1→t= 0 

この式により，雄の年齢と成長を求めると，en+143m叫

ん+257mm， e n+l 6白11m，e nH 7&nmとなり，標識放流によ

って求めた年齢と成長にほぼ一致した(表 2)。ここで，

En+l齢の頭胸甲長は若令エピの組成の平均値から求め

た。

1979年の器械般における雄のイセエピの相対成長は

下記の式で表わされた。

BL=14.498十2.586CPL(，，=75， 1'=0.994) 

BWニ 0.00119xCPL，.9117 (n=80) 

BL・体長， CPL:頭胸申長， BW:体重

表2 大原におけるイセエビの成長

頭開甲長組成より占めた成長 計よ算る式成長に 標によ識る放成涜長
年令

雄雄 雄 雄

Cn+1 43 42 43 42 

C"十2 57 56 57 55 

Cn十3 68 65 68 68 

l.n+4 78 78 

C" +5 87 

この式により，頭胸甲長に対応する体長，体重を求

め表 3に示した。

表3 標識放流によるイセエビの成長

日 数 頭胸甲長田阻 体長皿 体重 g

。 42 123 63.4 

100 46 133 82.6 

200 49 142 99.3 

300 53 151 124.8 

365 55 157 139.0 

400 57 161 154.2 

500 60 170 179.1 

600 64 179 216.1 

700 66 185 236.3 

730 68 191 257.8 

800* 71 197 292.3 

900 74 206 329.8 

1，000 78 215 384.'1 

1，095 81 224 429.0 

※ 8即日以上は推定値

3 再捕率

放流から再捕までの日数は，表4に示したとわりで，

大原の漁場内での総再捕数に対する再捕割合は 1年
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表4 放流から再捕までの日数

日 主主
1 9 7 5年 1 9 7 6年 1 9 7 9年 1 980年

大[京内 大原外 大!京内 大原外 大原内 大原外 大原内 大原外

。~60 24 18 44 
60~ 120 5 13 26 
120~ 180 11 20 
180~ 240 3 2 3 5 
240~ 300 2 9 1 
300~ 360 18 21 3 1 

360~ 420 4 5 17 9 3 15 

420~ 480 9 2 3 2 

480~ 540 1 

540~ 600 2 

6∞~ 660 1 1 

660~ 720 

720~ 780 3 2 

780~ 840 1 

840~ 900 

900~ 960 

960~1020 1 

計 34 5 92 15 53 。 112 1 

I年以内
23 61 3 {88477 %) (84.985 再)(67.6持) (66.3拓) (20.0%) 

2年以内 (238 5拓) 5 (29.237 出) (80 102 ラる) (11包括) (15127 96) 

3年以内 3 4 
(8.9%) (4.3拓)

表5 各年の経過年ごとの再捕率(%) (3年以内の平均値は1975、1976年内平均)

議主
1 9 7 5 1 9 7 6 

大原内 大原外 大原内 大原外

1年以内 3.0 2.7 0.1 

2年以内 1.1 0.7 1.2 0.5 

3年以内 0.4 0.2 

4.5 0.7 4.0 0.6 

総計 5.1 4.6 

放流数 761 2，284 

以内66.3~88 .7%， 2 年以内1 1. 3~29.3% ， 3年以内

で4.3~8.9%であった。 1979， 1980年で 3年以内の

再捕がみられないのは，標識の文字が1975，1976年に

比べて消えやすく判別しにくいことにもよった。大原

地先以外のj魚湯での1975，1976， 1979， 1980年の合計

の再捕数は21尾で，これらは全て300日以上経過して再

摘された。

放流数に対する大原の漁場内での経過年ごとの再捕

1 979 1 980 平均値

大原内 大原外 大原内 大原外 大原内

2.8 5.0 3.4 

0.4 0.9 0.1 0.9 

0.3 

3.1 5.9 0.1 

3.1 6.0 

1，683 1，892 

印計の再捕率は再捕数/放流数Xl00

割合は， 1975， 1976， 1979， 1980年の平均では 1年

以内3.4%，2年以内0.9%，3年以内0.3%と在った(表

5 )。

雄，雄のそれぞれの放流数に対する再捕割合は，1979

年は雄3.3%，雌2.3%で， 1980年では雄5.9%，雌6.1

%で，雌縫による再:tm率には大きな差が認められ在か

った(表 6)。

4.放流効果
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表6 イセエビ雌維の再捕率

言せ 1 9 7 9 1 980 

雄 雌 雄 雌

放流数 1，466 217 1，582 310 

再捕数 48 5 94 19 

持捕率 3.3 2.3 5.9 6.1 

雌雄 比% 87.1 12.9 83.6 16.4 

器械根から採捕される若令エピ数は， 1975-1982年

では1，648-1，2316尾であったので， 1万尾の若令エピ

の放流による放流効果を求めた。なお，この場合の放

流効果は大l京地先の漁場内で再捕されたものについて

扱かった。経過年ごとの再捕数を再捕率から求め 1

尾当りの重量を乗ピて，放流効果を計算すると，放流

後3年目までで59kgとなった(表7)。

表7 1万尾放流による放流効果

経過"1'. jl}捕数 再捕重量 kg 換算重量 g

( 12n 年年年+++以以以Z13内内歳歳内歳) 

340 33.7 99.3 

(n + 2~) 90 16.1 179.1 
3 30 日.8 292.3 (n + 3 il!i) 

460 58.6 

能勢法61によりイセエピの標識脱落率制(減耗率)

を求めると，放流後50日以内で10日間当りのアトキン

ス法の標識の脱落率は0.4，年間のアンカータッグ探識

の脱落率は0.9前後と求められたので，標識の脱落率を

I年以内0.4，2年以内0.8，3年以内O目9として，補正

した放流効果を求めると，放流後 311' 13までで 1万

尾の放流によっての効果は225kgと試算された(表 8)。

表8 1万尾放流による補正放流効果:

経j品if. 再J自主主 再?荷重景 kg J喪算霊長 g

( 12n 年年年+++以以以132内内内歳歳麗 ) 

576 56.3 99.3 

(n+2il!i) 450 80.6 179.1 
3 300 87.7 292.3 (n + 3 ，;1;;) 

計 1.317 224.6 

摘E。再捕数 z 再捕l呈数×一一一_1
(1標識脱落率)

標識脱落率:1年以内0.4.2年以内0.8.3年以内0.9

考 察

T AKAGI 7)は千楽県小湊地先の沿岸でイセエピの標識

放流を行い，移動について報告している。この結果に

よると，移動範囲は東方の興津から西方の千倉町千田

までで，移動は商偏傾向を示すものの再捕はいずれも

沿岸で行なわれている。また， 111津，岩和田地先21で

放流した場合でも再摘は沿岸で行われている。一方，

大原地先の器織根にわけるイセエピの移動は，一部は

岩和田，大沢までの沿岸に南西方向へ移動する個体も

あるが，再捕イセエピの内の93%は器械根内を移動す

るか，または移動を行わない。そして，岩和田，大沢

へ移動した個体は300日以上経過して再捕され，沿岸へ

の移動も速みやかに行われない。大原の極く沿岸で放

流したイセエどは器械根に移動したが，その割合は0.6

%と低い。これらのことから，号器械f艮のイセエピと他

の沿岸のイセエピとの交流は少ないものと考えられる。

器械根内を移動するイセエピは，再捕結果からみる

と方向性がみられない。従って，器械根内の移動はみ

かけ上はランダム移動をしていると推定される。また，

器械恨内で放流したイセエピの30-70%は移動しない。

このようなイセエピは，春から夏期には礁のと昔日に，

冬の越冬期は礁の下部に移動することが考えられる。

沿岸域のイセエピの年齢と成長について， N AKAMURA 8) 

は頭拘甲長級11主から 7月を基準として， en+1 3伽m，

en+25Onmとし，また，大島9)は 7-8月を基準として，

e nH 3?mm (20-4告nm)，e n+， 50-5?mmとしている。更に，

静岡水試刊)は 9，10月を基準として雄の成長をen+142

凹， .en+2 5白n叫ん+36伽叫ん十， 7anmとしている。今回

標識放流で求めたR:f械根におけるイセエピの年齢と成

長は静岡水試による成長に近いものであった。一方，

1981年 8-11月に沿岸の岩和田地先で平均頭胸甲長37

-3&nmのものを放流した結果は幻，雌縫合計で翌年の

8 -10月には平均値で51.3mmとなり，大島が報告した

成長範既に入る。千葉県沿岸でのプエJレjレスの出現時

期2)が5月中旬から11月下旬にわたることを考慮する

と，イセエビの成長にはかなり巾があることが考えら

れ，大原地先g:1械根のイセエピen+14?mml土11.主長の良い

群か，早期l発生群とも考えられることから，年齢と成

長については，地域差も含めて今後更に検討する必要

がある。

純標識の減耗率の中には，標識による死亡率，脱落率等が含まれているが，ここでは標識減耗が脱落のみによっ

て生どると仮定した。また，アトキンス法と今回用いた標識法とでは違いがあることから，今後再検討してみ

る必要がある。



若令エピ体長13cmUTのものは千葉県海面漁業調整

規則第37条により漁獲しではならないが，たまたま網

にかかったイセヱピは再放流されている。しかし，放

流されたこれらのエピがどれだけ漁獲にはね返ってく

るかについては不明であった。器械根における体長13

cm前後の漁獲尾数[土1975~1982年てeは1 ， 648~12 ， 316尾

であったので，今回の調査結果より 1万尾の若令工

ピの放流による放流効果を求めると，補正しない低で

59kg，標識の脱落率で補正した値で225kgと求められた。

大原地先の平均漁獲量は26トンなので， 10万尾の放流

により，補正した値では漁獲量の l割近い効果となる。

従って，今後は，若令エピの再放流管理を徹底させる

ことが必要である。

要約

1 )大!京地先海域，いわゆる;捺械根に若令エピを放流

し，移動，成長，放流効果について調べた。

2)若令エピの放流数は， 1975年761尾， 1976年2，284

尾， 1979if.1， 683尾， 1980年1，892尾であった。

3 )器械根に放流されたイセエピの移動は，一部は沿

岸へと南西移動をするが，再捕イセエピの93%は

器械根内をランダム移動をし，また，移動しない

個体もある。よって，器械根のイセエピと沿岸の

イセエピとの交流は少ないと思われる。

4)標識放流によるイセエピの雄の成長は，e 0+1 42mm， 

e n+2 55mm， e n+l 6&nmとなり， .ir-聞の平均成長量は

13mmで、あった。

5) 1975， 1976， 1979， 1980年の大原地先の沿岸も含

める大原地先海域での平均再捕率は， 1年以内3.4

%， 2年以内0，9%，3年以内0，3%で，放流後 3

年近くまで再捕が認められた。

6 )若令エピI万尾による放流効果は，放流後3年以

内で，補正しない値で59kg，標識脱落率(i成耗率)

を考慮すると225kgと試算された。
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付表1 様議放流によるイセエビの再捕状況 (1975年)

放iii訪号所 勝mE月日 肱\抑\4、~--刷\所渡し則的ス大谷哲しの連トン日暗号トンヒ糊焼場努A 払苦手グの警商品

大 耳小 9/12 70 3 

トンピザキ 9/12 98 l l l l l 

トJビザキの高 10/10 155 1 1 調符

8/20 25 1 

黒森榊7高 9/11 135 5 4 3 

9/13 150 3 3 

9/14 123 2 2 

黒幕ナゲ円高 8/21 5 

計 761 1 1 l鉱 4 2 l 7 4 13 

御宿岩和田豊浜興津 再捕数 再捕弘

1 4 5.7 

5 5.1 

3 1.9 

2 3 12.0 

l 1 14 10.4 

6 4.0 

4 3.3 

。。
1 1 1 2 39 5.1 

※ダラダラ(大谷と勝浦出しの問の礁の名称)

点為。。



付表2 標識放流によるイセエビの再捕状況 (1976年)

森 渡北大 ト 焼
出 勝マ出甫ノ、

放流場所 放流月日 放i流尾数 出 し ウ ピ 張 し
ザ 。コ

し .t~ 7、 谷 キ 場 り 小民

波し場 8/28 114 1 l 

8/25 84 2 1 

オヒウス 8/29 132 2 1 

8/30 101 1 2 

9/3 124 3 

大 谷
10/1 27 1 

10/14 155 

焼 主号 10/7 181 

勝目出し峨 10/2 67 l 

9/2 132 2 

トンビザキ 10/30 282 l 2 

11/16 55 

5/30 39 

黒森沖の恨 8/27 121 

9/21 122 1 

8/12 85 2 

黒脅ナI{O耳E 9/27 84 

8/31 86 

官軍出し 8/23 95 l 

t巷 口 9/9 153 

‘〉 11/25 45 

J十 2.284 l 4 9 5 5 。1 。

t; 黒 黒 新 { 届

大原内ナ 森官 軍

ア
森

ナ 出 出 不
コ ?中 ダ し し 日月

4 

1 2 

3 

2 

l 

l 

3 

3 

1 2 l 

8 2 1 

l 4 

1 1 5 4 

3 l 

3 1 

2 l 

l 2 

。13 21 5 。27 

お 豊 事島 大

不日

田 j兵原 r尺

l 

l l 

1 

1 l 1 

1 

1 

“ つ

l 

l 1 

6 6 2 l 

再捕数

3 

9 

6 

6 

6 

つ】

1 

4 

l 

8 

3 。
5 

12 

8 

14 

4 

6 

5 

4 

。
107 

再捕率ラ6

3.7 

10.7 

4~5 

5.9 

4.8 

7.4 

0.6 

2.2 

1.5 

6.1 

1.4 。
12.8 

9.9 

6.1 

16.5 

4.8 

7.0 

5.3 

2.6 

。
4.7 

... 
'" 
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付表3 標識放流によるイセエビの再捕状況 (1979年)

放i車場所 放流月日 ¥腕¥足¥首減ヘ¥期 渡場北ウス大谷ダラダラトンピ岬焼場焼場沖黒森港口奈原窃 再捕数 再捕事

i).主 f易 5/9 184 1 I 0.5 

8/2 184 9 I 10 5.4 

大 壬fi、 5/2 152 5 I 6 3.9 

5/21 205 1 6 I 1 9 4.4 

5/23 280 3 3 1.1 
5/28 141 3 2 1 1 2 10 7.1 

トンビ抑 5/12 42 。。
黒 森 4/27 112 l 1 1 4 3.6 

8/21 362 1 3 2 6 1.7 

大原i巷前 5/31 21 4 4 19.0 

1683 11 3 13 1 2 1 2 日 4 8 53 3.1 

付表4 標識放流によるイセエピの再捕状況 (1980年)

方知J1EJ暑所 放ift月日 ¥此竜尾¥長ー輪..___場¥者森出し i度 場北ウス大谷トンピ岬焼場黒森大原内岩和国 開甫数 J場曲率

渡 I易 5/6 160 16 1 17 10.6 

5/20 326 5 4 9 2.8 

大 壬，、Y 5/14 561 1 1 2 5 1 8 18 3.2 
トンビ岬 5/30 428 1 2 3 0.7 

黒 森 8/1 417 1 1 2 1 52 8 1 66 15.8 

計 1.892 I 24 1 7 1 5'1 20 1 113 6.0 


